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子
ど
も
た
ち
の
疑
問
か
ら

現
在
当
館
で
は
「
第
２
２
回
鷹
山
賞
児
童
作
品
展
」「
第
２
２
回

JQ
A

地
球
環
境
世
界
児
童
画
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作
品
展
」を
開
催
中

で
す
。ま
た
、
併
せ
て「
鷹
山
宇
一
の
世
界
」も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

毎
年
こ
の
時
期
、
町
内
の
小
学
校
が
作
品
鑑
賞
に
来
て
く
れ
ま
す
。

今
年
も
七
戸
小
学
校
の
２
年
生
と
４
年
生
の
皆
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
絵
を
見
て
ま
わ
る
と「
こ
の
絵
は
何
で

描
い
て
い
る
の
？
」「
何
歳
の
時
の
作
品
だ
ろ
う
？
」「
何
色
使
っ
て
い
る

の
か
な
？
」「
（
絵
に
描
い
て
あ
る
サ
イ
ン
見
て
）こ
れ
は
何
？
」な
ど
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味
は
様
々
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
時
に
は

思
い
も
よ
ら
な
い
質
問
が
飛
ん
で
く
る
こ
と
も
。そ
の
中
で
、「
鷹
山
さ

ん
は
何
歳
か
ら
絵
を
描
い
て
い
る
の
？
」と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
鷹
山
宇
一
が
絵
描
き
の
道
へ
と
進
む
き
っ
か
け
と

な
っ
た
出
来
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

鷹
山
は
小
さ
い
時
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
武
者
絵
や
陸

海
軍
の
戦
争
画
、
雑
誌
の
表
紙
や
口
絵
を
模
写
す
る
こ
と
が
楽
し
み

で
し
た
。そ
ん
な
鷹
山
が
絵
描
き
の
道
を
歩
み
始
め
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
、
大
正
６
年(

１
９
１
７
）
、
七
戸
尋
常
小
学
校
４
年
生
の
時
、

代
用
教
員
と
し
て
や
っ
て
き
た
青
山
哀
囚
と
の
出
会
い
で
す
。
彼
は
教

え
子
た
ち
に
児
童
文
芸
誌
「
赤
い
鳥
」(

１
９
１
８
年
発
刊)

を
回
覧
さ
せ

子
ど
も
た
ち
の
芸
術
へ
の
関
心
を
高
め
ま
し
た
。
鷹
山
は
中
で
も
児
童

文
芸
誌
「
お
と
ぎ
の
世
界
」(

１
９
１
９
年
発
刊)

で
メ
イ
ン
の
画
家
と
し

て
活
躍
し
た
初
山
滋
が
好
き
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。モ
ダ
ン
で
幻
想
的

な
初
山
の
絵
は
、
少
年
鷹
山
の
心
を
夢
中
に
さ
せ
ま
し
た
。こ
う
い
っ

た
幼
少
期
の
経
験
が
土
台
と
な
り
、
後
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
幻
想
絵

画
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
本
格
的
に
画
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
の
は
、
小
学
校
卒
業
後
の
、
旧
制
青
森
中
学
時
代
で
す
。こ
の
と
き
、

棟
方
志
功
と
出
会
い
、
彼
が
主
宰
す
る
美
術
団
体
「
青
光
画
社
」に
参

加
す
る
こ
と
で
、
絵
描
き
へ
の
志
を
確
固
た
る
も
の
に
し
て
い
く
の
で

す
が
、こ
の
青
中
時
代
の
話
は
ま
た
別
の
機
会
に
で
も
。

子
ど
も
た
ち
の
中
に
は「
鷹
山
さ
ん
み
た
い
に
絵
が
上
手
に
な
り
た

い
！
」「
私
も
絵
を
描
く
の
が
好
き
な
ん
で
す
。
」と
お
話
し
て
く
れ
る

子
も
い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
第
二
の
鷹
山
宇
一
が
生
ま
れ
る
か

も
！
？
な
ど
と
一
人
願
い
な
が
ら
、
鷹
山
作
品
と
の
出
会
い
が
、
少
し

で
も
、ほ
ん
の
少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
の
頭
の
片
隅
に
残
っ
て
く
れ
た

ら
嬉
し
い
な
と
思
う
の
で
す
。

学
芸
員

遠
藤

未
奈
子
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安
達
祐
実
・
東
北
町

宿
泊
ホ
テ
ル
か
ら
の
磐
梯
山
や
猪
苗
代
湖

の
初
秋
の
展
望
が
素
晴
ら
し
く
、
お
天
気

に
も
恵
ま
れ
た
２
日
間
で
し
た
。
い
つ
も

思
う
事
で
す
が
、
各
施
設
、
も
う
少
し
見

学
の
時
間
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
最
後

の
天
童
市
立
美
術
館
の
動
物
の
彫
刻
に
癒

や
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
敦
子
・
七
戸
町

侮
る
こ
と
な
か
れ
…
。
１
泊
２
日
の
旅
と

は
言
え
、
実
に
濃
い
内
容
に
驚
き
で
す
。

５
つ
の
美
術
館
を
巡
り
、
食
事
も
イ
タ
リ

ア
ン
、
フ
レ
ン
チ
、
郷
土
料
理
と
満
載
。

福
島
県
立
美
術
館
で
「
玉
村
方
久
斗
」
の

絵
に
足
が
止
ま
り
、
諸
橋
近
代
美
術
館
は

そ
の
場
に
い
る
だ
け
で
、
も
う
満
足
。
心

残
り
は
夕
食
の
デ
ザ
ー
ト
を
完
食
で
き
な

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
感
謝
！
次
回
の

旅
も
楽
し
み
で
す
。伊

藤
寿
子
・
七
戸
町

２
日
間
で
５
箇
所
の
美
術
館
を
見
て
回
り
、

本
当
に
知
ら
な
か
っ
た
事
だ
ら
け
で
し
た
。

沢
山
の
作
品
を
見
る
事
で
。

次
回
の
研
修
は
、
ど
こ
の
美
術
館
、
誰
の

作
品
を
観
る
事
が
出
来
る
の
か
、
来
年
度

の
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。

芋
田
ま
き
子
・
十
和
田
市

初
め
て
の
１
泊
旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。

し
か
も
、
全
て
美
術
館
巡
り
と
は
、
最
高

の
企
画
で
す
。
も
う
一
つ
の
楽
し
み
の
食

事
も
、
お
腹
が
パ
ン
パ
ン
に
な
る
程
頂
き

ま
し
た
。
そ
し
て
逸
る
気
持
ち
は
、
来
年

の
旅
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
す
。

蛯
沢
正
子
・
東
北
町

初
め
て
の
友
の
会
宿
泊
付
き
研
修
旅
行
参

加
で
し
た
。
美
術
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
楽

し
い
旅
行
で
し
た
。
又
、
機
会
が
有
り
ま

し
た
ら
、
お
世
話
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
川
展
子
・
十
和
田
市

２
日
間
で
美
術
館
５
館
を
巡
る
と
い
う
充

実
し
た
ア
ー
ト
ツ
ア
ー
、
楽
し
か
っ
た
で

す
。

１
日
目
の
福
島
県
立
美
術
館
で
は
、
世
界

に
３
体
し
か
な
い
と
い
う
フ
ェ
ル
ナ
ン
・

レ
ジ
ェ
の
オ
ブ
ジ
ェ
「
歩
く
花
」
の
カ
ラ

フ
ル
な
姿
を
前
庭
で
見
た
時
に
は
参
加
し

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
元
気
が
こ

ち
ら
ま
で
届
く
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満

ち
た
「
歩
く
花
」
で
し
た
。

起
田
愛
子
・
十
和
田
市

待
ち
に
待
っ
た
美
術
館
の
１
泊
旅
行
ツ
ア

ー
が
実
現
し
て
楽
し
か
っ
た
。
実
り
の
有

る
旅
行
で
し
た
。
諸
橋
近
代
美
術
館
は
素

晴
ら
し
い
風
景
と
ダ
リ
の
作
品
に
感
動
し

ま
し
た
。

参
加
出
来
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

奥
山
雅
子
・
七
戸
町

朝
は
雨
で
し
た
が
、
バ
ス
を
降
り
る
と
晴

れ
て
、
天
気
に
恵
ま
れ
た
１
泊
２
日
の
旅

行
で
し
た
。
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
、

笑
っ
て
の
芸
術
の
秋
で
す
。
又
出
か
け
た

い
な
。
今
度
は
２
泊
３
日
。
ど
こ
に
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
る
か
な
あ
。

川
村
幸
子
・
七
戸
町

多
く
の
人
々
が
コ
ロ
ナ
禍
で
不
自
由
な
暮

ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
た
３
年
間
。
世
界

情
勢
の
不
安
、
自
然
災
害
に
胸
を
痛
め
て

い
た
日
々
。
そ
ん
な
重
苦
し
い
思
い
を
癒

や
し
た
福
島
・
山
形
の
１
泊
２
日
で
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
、
諸
橋
近
代
美
術
館
が
圧

巻
で
し
た
。
ダ
リ
の
絵
の
前
に
立
ち
、
心

の
中
で
爆
笑
し
ま
し
た
。
本
当
は
声
を
出

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
館
内
で
す
か
ら
、

じ
っ
と
こ
ら
え
て
！
思
い
が
け
な
い
所
か

ら
手
足
や
人
物
や
想
像
が
つ
か
な
い
物
が

飛
び
出
て
…
。
そ
れ
で
い
て
ま
と
ま
っ
て

い
る
。
拘
ら
ず
自
由
な
発
想
を
す
る
事
を

す
っ
か
り
忘
れ
て
い
る
日
常
で
し
た
。
日

頃
の
心
の
も
つ
れ
が
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
た
思

い
で
す
。
楽
し
い
ア
ー
ト
の
旅
を
企
画
し

て
下
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
研
修
旅
行

「
山
形
県
・
福
島
県
美
術

鑑
賞
の
旅
」
の
参
加
者
か

ら
の
一
言
感
想
文
を
ご
紹

介
し
ま
す
。【
Ⅰ
】

[

７
頁
・
８
頁
に
続
き
ま
す
。]

福島県立美術館正面を背に
信夫山のふもとにあり、福島駅から近い

のに静かで落ち着いた環境にあります。

諸橋近代美術館
“中世の馬小屋"というイメージのもと
厩舎を連想させる建物。庭園も魅力的。

福島県立美術館エントランスで
堀学芸員の説明を真剣に拝聴

「歩く花」との
出会いに感動
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今
年
は
県
内
小
学
校
︑
中
学
校
︑
養
護
学
校

合
わ
せ
て
４
５
１
点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
︑

９
月
２
８
日
︑
２
９
日
に
行
わ
れ
た
審
査
会

に
お
い
て
︑
入
賞
２
３
名
︑
入
選
９
９
名
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
︒ 

 

本
展
は
鷹
山
宇
一
の
画
業
を
顕
彰
す
る

と
と
も
に
︑﹁
子
ど
も
た
ち
の
感
性
は
風
土

の
中
で
培
わ
れ
る
﹂
と
の
精
神
の
下
︑
新
し

い
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
︑
制
作
体
験

を
と
お
し
て
豊
か
な
感
性
を
養
い
︑
自
由
な

創
造
の
喜
び
を
体
現
出
来
る
こ
と
を
願

て
開
催
し
て
い
ま
す
︒ 

 

画
面

広
が
る
︑
子
ど
も
た
ち

の
自
由
な
創
造
︑
豊
か
な
感
性
︑
キ
ラ
キ
ラ

光
る
個
性
に
︑
驚
く
ば
か
り
で
す
︒ 

          

      
 

今
年
は
3

年
ぶ
り
に
︑
入

賞
者
の
皆
さ

ん
に
ご
出
席

い
た
だ
い
て

の
受
賞
式
を

執
り
行
う
こ

と
が
で
き
ま

し
た
︒
当
日
は

雪
の
降
る
中
︑
む
つ
市
︑
青
森
市
︑
八
戸
市

な
ど
︑
遠
方
か
ら
多
く
の
方
に
ご
臨
席
い
た

だ
き
ま
し
た
︒ 

 
 

       
 

第
22
回
鷹
山
賞
児
童
作
品
展 

11

２６

1

 

9
／
28
︵
木
︶︑
29
︵
金
︶
審
査
会 

回を重ねて 22 回目を迎えています。 
作風の変化、技法の変化、表現の変化を出品作品から伺うことができます。 
初めの頃は、対象や技法等が同じ作品が多く出品されていました。最近では、多様な材料で技術力

を駆使した個性豊かな作品が多数見受けられます。 
自由な発想で自由な表現、一人一人の個性が尊重され伸ばされる教育が、この地で始まったのだと

確信しました。 
この「自由な教育」の指導者のご苦労は、並々ならぬものがあったと思います。感謝しています。 
今後も一人一人の個性を尊重した作品が見られることを楽しみにしています。 
また、この自由な創造の喜びに溢れる教育が、全国に広がっていくことを願っています。 

11
／
25
︵
土
︶
入
賞
者
授
賞
式 

↑審査会の様子。力作ぞろいに、
審査員長の濱田進先生（二科会
理事）も頭を悩ませながら、作
品を選びます。 

←鷹山賞小学生の部「かっこいいなたちねぷた」 
坂本萬俐くん（十和田市立三本木小学校１年） 

↓鷹山賞中学生の部「森林博物館」 
中村凛子さん（青森市立沖館中学校２年） 
 

審査員長 濱田進先生から 総 評 

↑鷹山賞、町長賞、議長賞、教育長賞、館
長賞、奨励賞、審査員特別賞受賞の皆様に
は今年も彫刻家・濱田卓二氏（新制作協会
会員）制作の副賞を贈呈しました。 
鷹山宇一にちなみ、蝶とランプをモチー
フにして制作してくださいました。 

↑鷹山賞受賞のお二人。作品の前で記念
撮影。受賞おめでとうございます！ 
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﹁
第
22
回
鷹
山
賞
児
童
作
品
展
﹂
で
は

﹁
第
22
回JQ

A
地
球
環
境
世
界
児
童
画

コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作
品
展
﹂
を
併
催
し
て
お

り
ま
す
︒ 

一
般
財
団
法
人 

日
本
品
質
保
証
機
構

︵JQ
A

︶
と
国
際
認
証
機
関

︵IQ
N

et

︶が
主
催
す
る
本
展
覧
会
は
︑世
界

中
の
７
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
︑
地
球
環
境
世
界
児
童
画
コ
ン
テ

ス
ト
を
１
９
９
９
年
よ
り
実
施
し
て
い
ま

す
︒
今
回
の
募
集

は
﹁
地
球
に
や
さ

し
い
生
活
﹂
で
す
︒
世
界
各
国
の
子
ど
も
た

ち
が
様
々
な
思
い
を
絵
に
込
め
て
い
ま
す
︒

本
展
で
は
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
70
点
を

紹
介
し
ま
す
︒
是
非
︑
多
く
の
方
に
世
界
各

国
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
の

を

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
︒ 

         

                             

    
 

青
森
放
送
主
催
︑
青
森
放
送
開
局
70
周

年
第
９
回
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｔ

Ｏ 

Ｙ
Ｏ
Ｕ
！
東
北
障

が
い
者
芸
術
全
国
公

募
展
青
森
展
が
無
事

に
閉
幕
致
し
ま
し
た
︒ 

10
月
21
日︵
土
︶か

ら
11
月
12
日
︵
日
︶

の
20
日
間
の
会
期
中
の
来
館
者
は
４
︐
２

９
３
人
︒連
日
多
く
の
お

客
様
が
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
︒中
に
は

涙
な
が
ら
に
感
動
し
た

事
を
語

会
場
を
後

に
す
る
お
客
様
も
︒わ
た

し
た
ち
も
心
が
洗
わ
れ
る
そ
ん
な
展
覧
会

で
し
た
︒ 

        

  
     

    
 

 
   

１２
月

１０
日
︵
日
︶
は
鷹
山
宇
一
先
生
生

誕
記
念
日
﹁
遊
蝶
記
﹂︒﹁
遊
蝶
記
﹂
と
い
う

名
前
は
鷹
山
先
生
の
代
表
的
作
品
﹁
遊
蝶
・

花
﹂
か
ら
﹁
遊
蝶
﹂
を
︑﹁
記
﹂
は
﹁
記
憶
す

る
﹂
の
﹁
記
﹂
で
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
と

い
う
願
い
を
込
め
て
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
︒ 

       

第
22
回J

Q
A

地
球
環
境 

世
界
児
童
画
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作
品
展 

「第 22 回鷹山賞児童作品展」 

「第 22 回 JQA 地球環境世界児童画コンテスト優秀作品展」 

2023 年 11 月 26 日（日）～2023 年 1 月 8 日（月・祝） 

※月曜休館 1／8 は開館 

年末年始休館 12／29～1／2 

開館時間 10：00～18：00（最終入館 17：30） 

入館料 一般 500 円、高大生 300 円、小中学生無料 
▲常設展示「鷹山宇一の世界」も
ご観覧いただけます。 

「地球環境特別賞」 
Angela Wu（アメリカ 14 歳） 

七
戸
小
学
校
作
品
鑑
賞
会 

青
森
放
送
開
局

周
年 

﹁
第
９
回
東
北
障

者
芸
術 

全
国
公
募
展 

青
森
展
﹂
閉
幕 

「 障 害 の あ る 人 の 芸 術 活
動 の 普 及 と 振 興 を 図 る 」
こ と を 趣 旨 に 、 社 会 生 活
に お い て 何 ら か の ハ ン デ
ィ の あ る み な さ ま を 対 象
に 、 自 ら が 制 作 し た 芸 術
作 品（ 絵 画・彫 刻・手 芸 な
ど ） を 全 国 か ら 公 募 し 、
審 査 員 に よ る １ 次 審 査 に
て 選 定 し た 「 入 選 作 品 」
を 選 出 し て い ま す 。  

ART TO YOU! 東北障が
い者芸術全国公募展とは 

１２
／
１０

 

鷹
山
宇
一
先
生
誕
生
日 

当日はどなた様も無料でご
入館いただきました。 

１１月２９日（火）、七戸小学校の２
年生３８名と４年生２７名が作品
鑑賞に来てくれました。 
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10
月
か
ら
12
月
に

地
域
連
携
や
学
校
連
携
の
活
動
で
七
戸

町
の
２
つ
の
公
民
館
と
青
森
県
立
七
戸
養
護
学
校

開
催
し
た
各
教
室
の
様
子
を
ご
紹
介

 

 
 
 

  

美
術
館
で
開
催
す
る
令
和
５
年
度

は

１
月

で
塗
り
絵

２
の

を
予
定

 

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ

 

                     

             

 
 

  

             
 

        

                             

来年の主役と 

もう仲良くなったみたいね。 

みなさん！ 

良いお年をお迎えください。 

 

９
月
21

28
日
は
七
戸
南
公
民
館
で
公
民
館
講
座｢

教
室｣

を
開
催
し
ま
し
た

21
日
は

に
親
し
ん
で

小
さ
め
の

を
用
意

28
日
は
Ａ
４

サ
イ
ズ
の
も
の
が
入
る
大
き
さ
の

ン
の
絵
柄
を
組
み
合

世
界
で
一
つ
の

が
出

来
上

 

     

月

日
は
七
戸
中
央
公
民
館
で
、
水
彩
色
鉛
筆
を
使
っ
た
公
民

館
講
座
「
塗
り
絵
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
初
め
て
水
彩
色

鉛
筆
を
使
用
し
た
と
は
思
え
な
い
出
来
映
え
に
、
急
遽
、
額
装
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

い
か
が
で
す
か
。
ア
ー
ト
な
ぶ
ど
う
た
ち
！ 

公
民
館
講
座
【
中
央
公
民
館
出
張
】 

「
塗
り
絵
教
室
」 

  

10
月
11
日
は
七
戸
中
央
公
民
館
主
催
の
寿
大
学

手
工
芸｢

七
宝
焼
教
室｣

を
開
催

会
場
は

美
術
館
２
Ｆ

 
は
じ
め
て
の
方
が
多

今
回
は
丸
い
形

の

に
挑
戦

 

 

中央公民館主催・寿大学手工芸 
「七宝焼教室」 

 

 

 

 

10 月24 日、26 日、11 月28 日の3 日間、七戸養護学校

から講師の依頼を受け、高等部におじゃましました。 

 デザイン性の高いバッグの出来上がりに、心の中で拍手。生徒

の皆さんとのコミュニケーションで心が癒やされた時間でした。 

青森県立七戸養護学校出張 
「デコパージュ教室」 

地
域
連
携 
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◆

月
◆

10

○○

日(

日)

1・
七
戸
町
民
無
料
招
待
日

・
上
泉
華
陽
資
料
調
査

〈
町
内
／
大
沢
田
副
館
長
、

遠
藤
学
芸
員
、
織
川
学
芸
員
〉

○○

日(

木)

5・
青
森
県
博
物
館
大
会

〈
野
辺
地
町
／
大
沢
田
副
館
長
〉

○○
８
日(

土)

・
七
彩
会
油
絵
教
室

〈
２
Ｆ
工
房
〉

○○

日(

水)

11・
寿
大
学
手
工
芸
「
七
宝
焼
き
」

〈
２
Ｆ
工
房
／
織
川
学
芸
員
〉

・
自
動
ド
ア
定
期
点
検

〈
ナ
ブ
コ
シ
ス
テ
ム(

株)

〉

○○

日(

木)

12・
遠
藤
Ｐ
Ｃ
入
替
〈
リ
コ
ー
、
東
京
堂
〉

・
ひ
ま
わ
り
学
級
備
品
仕
分
け

○○

日(

金)

13・
上
泉
華
陽
資
料
調
査

〈
五
戸
町
三
浦
牧
場
／
大
沢
田
副
館
長
、

遠
藤
学
芸
員
、
織
川
学
芸
員
〉

・
奈
良
美
智
展
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

〈
青
森
県
立
美
術
館
／
大
沢
田
副
館
長
、

遠
藤
学
芸
員
、
織
川
学
芸
員
〉

・
電
気
設
備
定
期
点
検
〈
佐
藤
電
気
〉

○○

日(

日)

15・
常
設
展
最
終
日

・
「
塗
り
絵
教
室
」

〈
中
央
公
民
館
／
織
川
学
芸
員
〉

○○

日(

火)

17・
展
示
替
え
休
館

〈
～

日
〉

20

○○

日(

木)

19・

！

作
品
搬
入

A
R
T

T
O

Y
O
U

○○

日(

金)

20・
第

回

！

9

A
R
T

T
O

Y
O
U

東
北
障
が
い
者
芸
術
全
国
公
募
展

青
森
展
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

○○

日(

土)

21・
第

回

！

9

A
R
T

T
O

Y
O
U

東
北
障
が
い
者
芸
術
全
国
公
募
展

青
森
展
初
日
〈
～

／

〉

11

12

○○

日(

火)

24・
害
虫
ト
ラ
ッ
プ
回
収
、設

置
、
環
境
調
査

〈
イ
カ
リ
消
毒(

株)

〉

・
七
戸
養
護
学
校
高
等
部
美
術
選
択
者

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
講
座

〈
織
川
学
芸
員
〉

○○

日(

木)

26・
七
戸
養
護
学
校
高
等
部
美
術
選
択
者

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
講
座

〈
織
川
学
芸
員
〉

○○

日(
土)

28・
パ
ッ
シ
ブ
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー

（
ア
ン
モ
ニ
ア
）
回
収

〈
イ
カ
リ
消
毒(

株)

〉

○○

日(

火)

31・
パ
ッ
シ
ブ
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー

（
有
機
酸
）
回
収

〈
イ
カ
リ
消
毒(

株)

〉

◆

月
◆

11

○○

日(

木)

2・

化
改
修
工
事
打
合
せ

L
E
D

〈
生
涯
学
習
課
、(

株)

石
川
設
計
、

当
財
団
〉

・
財
団
会
計
定
期
確
認

〈
近
田
会
計
事
務
所
山
本
氏
〉

○○

日(

火)

7・
平
内
町
障
が
い
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈

名
団
体
ご
来
館
〉

24

・
上
泉
華
陽
町
内
資
料
調
査

〈
町
内
／
大
沢
田
副
館
長
〉

・
女
子
ト
イ
レ
便
座
修
理

〈
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ(

株)

〉

○○

日(

日)

12・
第

回

！

9

A
R
T

T
O

Y
O
U

東
北
障
が
い
者
芸
術
全
国
公
募
展

青
森
展
最
終
日

・
七
彩
会
油
絵
教
室

〈
２
Ｆ
工
房
〉

○○

日(

月)

13・
展
示
替
え
休
館

〈
～

／

〉

11

25

・

！

作
品
搬
出

A
R
T

T
O

Y
O
U

・
公
用
車
タ
イ
ヤ
交
換

○○

日(

火)

14・
図
工
部
会
打
合
せ

〈
野
辺
地
小
学
校
竹
ヶ
原
先
生
、

織
川
学
芸
員
〉

・
電
気
設
備
定
期
点
検
〈
佐
藤
電
気
〉

○○

日(

木)

16・
浄
化
槽
点
検

〈
県
南
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー(

株)

〉

○○

日(

金)

17・
高
田
雨
草
資
料
調
査

〈
高
田
雨
草
水
墨
画
館
／
大
沢
田
副
館
長
、

遠
藤
学
芸
員
、
織
川
学
芸
員
〉

○○

日(

月)

20・
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
工
事

〈
長
澤
電
気
〉

○○

日(

火)

21・
鷹
山
賞
児
童
作
品
展
展
示
作
業

〈
青
森
ス
タ
ジ
オ(

株)

、
当
財
団
〉

・

化
改
修
工
事
打
合
せ

L
E
D

〈
生
涯
学
習
課
、
青
森
ス
タ
ジ
オ(

株)

、

(

有)

三
光
電
気
、
当
財
団
〉

・
害
虫
ト
ラ
ッ
プ
回
収
、
設
置

〈
イ
カ
リ
消
毒(

株)

〉

○○

日(

土)
25・
鷹
山
賞
児
童
作
品
展
授
賞
式

○○

日(
日)

26・
鷹
山
賞
児
童
作
品
展
初
日〈

～

／

〉

1

8

○○

日(

火)

28・
七
戸
小
学
校
観
賞
会

〈

年
生

名
引
率
２
名
、

2

28

４
年
生

名
引
率
３
名
〉

37

・
七
戸
養
護
学
校
高
等
部
美
術
選
択
者

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
講
座

〈
織
川
学
芸
員
〉

◆

月
◆

12

○○
８
日(

金)

・
電
気
設
備
定
期
点
検
〈
佐
藤
電
気
〉

○○

日(

日)

10・
鷹
山
宇
一

生
誕
記
念
日

「
遊
蝶
記
」

終
日
無
料
開
館

○○

日(

火)

12・
令
和

年
度
七
戸
町
文
化
村
美
術
館
等

5

指
定
管
理
者
業
務
に
係
わ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

〈
２
Ｆ
工
房
／
生
涯
学
習
課
〉

○○

日(

水)

13・
令
和

年
度

公
の
施
設
の

5

管
理
業
務
監
査

〈
役
場
本
庁
舎
／

七
戸
町
監
査
委
員
、
生
涯
学
習
課
、

大
沢
田
副
館
長
、
成
田
事
務
員
〉

○○

日(

木)

14・
消
防
用
設
備
等
点
検

〈
昭
和
電
気(

株)

〉

○○

日(

金)

15・
会
報
入
稿

○○

日(

水)

20・
害
虫
ト
ラ
ッ
プ
回
収
、
設
置

〈
イ
カ
リ
消
毒(

株)

〉

○○

日(

土)

23・
会
報
発
送
作
業

○○

日(

火)

26・
図
工
部
会
〈
２
Ｆ
工
房
／

野
辺
地
小
学
校
竹
ヶ
原
先
生
、

遠
藤
学
芸
員
、
織
川
学
芸
員
〉

○○

日(

金)

29・
年
末
年
始
休
館

〈
～

／

〉

1

2
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工
藤
敦
子
・
七
戸
町

待
ち
に
待
っ
た
美
術
館
を
巡
る
１
泊
旅
行
。

諸
橋
近
代
美
術
館
が
今
回
の
一
番
の
期
待

の
所
で
あ
る
。
景
観
と
ダ
リ
作
品
と
期
待

ど
お
り
で
あ
っ
た
。
旅
行
の
楽
し
み
の
も

う
一
つ
は
美
味
し
い
３
度
の
食
事
で
あ
る
。

毎
回
の
事
で
す
が
、
期
待
を
裏
切
る
こ
と

の
な
い
の
が
、
美
術
館
友
の
会
の
旅
行
で

あ
る
事
を
記
し
て
お
き
ま
す
。

小
林
光
子
・
東
北
町

好
天
気
に
恵
ま
れ
た
研
修
旅
行
で
し
た
。

ダ
リ
の
諸
橋
近
代
美
術
館
は
、
お
庭
も
素

晴
ら
し
く
、
個
人
で
は
中
々
訪
れ
る
事
が

難
し
く
、
今
回
ゆ
っ
く
り
観
ら
れ
た
事
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
次
回
、
又
、
皆
様

に
お
会
い
出
来
る
事
を
願
っ
て
。
感
謝
。

佐
々
木
令
子
・
野
辺
地
町

久
し
ぶ
り
の
こ
の
旅
行
。
と
て
も
楽
し
く

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

美
術
館
巡
り
も
各
々
の
テ
ー
マ
が
あ
り
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ダ
リ
の
作
品
が
心

に
残
り
ま
し
た
。
天
童
市
立
美
術
館
で
見

た
猫
ち
ゃ
ん
達
の
彫
刻
が
か
わ
い
か
っ
た

で
す
。

何
と
い
っ
て
も
友
だ
ち
や
な
つ
か
し
い
皆

さ
ん
と
肩
を
並
べ
て
歩
け
、
い
ろ
い
ろ
と

昔
の
事
を
思
い
出
し
た
り
、
話
せ
た
り
、

楽
し
い
２
日
間
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
！

誘
っ
て
く
れ
た
友
だ
ち
に
感
謝
！
い
ろ
い

ろ
と
面
倒
を
見
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
も
感

謝
！

サ
ン
キ
ュ
ー

ユ
ー
！
で
す
。

下
山
恭
美
子
・
十
和
田
市

３
日
後
に
サ
ー
ク
ル
の
記
念
発
表
会
を
控

え
た
喧
噪
を
逃
れ
て
参
加
し
た
こ
の
度
の

研
修
旅
行
は
、
私
に
と
っ
て
は
大
い
な
る

や
す
ら
ぎ
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
豊
富

な
芸
術
作
品
に
触
れ
、
豪
華
な
お
食
事
、

仲
間
と
の
語
ら
い
。
忘
れ
か
け
て
い
た
有

り
難
い
非
日
常
の
中
で
心
も
お
腹
も
頭
脳

も
大
満
足
の
２
日
間
。
た
っ
た
二
日
間
な

の
に
、
と
て
も
充
実
し
貴
重
な
楽
し
い
旅

行
と
な
り
ま
し
た
。
明
日
か
ら
発
表
会
は

最
後
の
追
い
込
み
！
こ
の
２
日
間
で
得
た

ゆ
と
り
を
駆
使
し
、
悔
い
の
な
い
発
表
会

に
し
た
い
と
心
は
も
う
そ
ち
ら
に
向
か
っ

て
い
る
。

瀬
川
雅
子
・
三
沢
市

素
晴
ら
し
い
旅
行
企
画
を
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
山
形
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
鑑
賞
は
少
し
残
念
で
し
た
が
、
諸
橋
近

代
美
術
館
な
ど
一
人
で
は
行
け
な
い
所
も

あ
っ
て
、
旅
程
に
大
満
足
で
し
た
。
食
事

も
最
高
で
し
た
。

田
中
洋
子
・
七
戸
町

１
泊
２
日
で
５
箇
所
の
美
術
館
見
学
を
し

た
今
回
の
旅
行
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
環
境
に
設
置
さ
れ
た
美

術
館
。
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
天
童
市

の
酒
蔵
を
か
ね
た
美
術
館
で
し
た
。
代
々

老
舗
を
守
り
、
引
き
継
が
れ
た
酒
屋
さ
ん
、

た
く
さ
ん
の
お
酒
や
器
が
あ
り
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
最
後
の
動
物
の
彫
刻
も
か

わ
い
い
沢
山
の
種
類
が
あ
り
、
楽
し
か
っ

た
で
す
。
立
派
な
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
美

味
し
い
料
理
を
食
べ
、
大
満
足
の
旅
行
で

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

天
間
ス
エ
・
七
戸
町

目
も
口
も
心
も
癒
や
さ
れ
る
旅
で
し
た
。

戸
舘
榮
一
・
七
戸
町

３
度
目
の
諸
橋
近
代
美
術
館
を
一
番
の

楽
し
み
に
参
加
。
ダ
リ
の
素
晴
ら
し
い
作

品
に
触
れ
、
感
動
を
新
た
に
。
こ
の
度
の

美
術
館
訪
問
で
は
諸
橋
英
二
館
長
と
お
会

い
し
、
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

福
島
県
美
、
山
形
美
術
館
、
天
童
市
の
美

術
館
で
も
多
く
の
作
品
を
楽
し
む
こ
と
も

出
来
ま
し
た
。
加
え
て
美
術
鑑
賞
の
み
な

ら
ず
食
事
の
選
択
に
感
激
。
美
味
な
り
。

目
も
口
も
楽
し
め
た
２
日
間
で
し
た
。

戸
舘
洋
子
・
七
戸
町

お
天
気
に
恵
ま
れ
た
美
術
館
巡
り
。
絵

画
作
品
は
勿
論
で
す
が
、
美
術
館
グ
ッ
ズ

に
つ
い
つ
い
目
が
行
き
何
点
か
購
入
。
食

事
も
器
も
お
洒
落
で
優
雅
な
一
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
野
久
子
・
七
戸
町

久
し
ぶ
り
の
１
泊
旅
行
。
天
気
に
も
恵
ま

れ
楽
し
い
旅
で
し
た
。
福
島
県
立
美
術
館
、

高
原
の
景
色
に
マ
ッ
チ
し
た
ダ
リ
の
作
品

が
あ
る
諸
橋
近
代
美
術
館
、
猪
苗
代
の
ホ

テ
ル
リ
ス
テ
ル
で
の
夕
食
の
コ
ー
ス
料
理

と
昼
食
の
イ
タ
リ
ア
ン
の
料
理
で
昼
食
、

夕
食
と
も
最
高
！

２
日
目
の
天
童
市
に
あ
る
二
つ
の
美
術
館

は
常
設
展
が
な
く
、
と
て
も
残
念
！
で
も
、

昼
食
の
う
な
ぎ
料
理
は
と
て
も
満
足
で
し

た
。
美
術
の
秋
、
食
欲
の
秋
を
楽
し
ま
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
係
の
方
、
添
乗
員
の

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
も
よ
ろ
し
く
ね
！

令
和
５
年
度
研
修
旅
行

「
山
形
県
・
福
島
県
美
術

鑑
賞
の
旅
」
一
言
感
想
文

を
ご
紹
介
し
ま
す
。【
Ⅱ
】

山形美術館
朝の雨が上がり快晴のお天気

天童市・出羽桜美術館
残念ながら斎藤真一美術館は
閉館していました。

諸橋英二

館長より

バス車内

でご挨拶

頂きました。
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中
村
初
子
・
十
和
田
市

ダ
リ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
諸
橋
近
代
美
術
館

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
数
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。

数
多
く
の
ダ
リ
の
絵
は
、
感
じ
て
い
た
私

の
イ
メ
ー
ジ
に
合
い
ま
し
た
。
戦
争
の
絵

や
彫
刻
の
作
品
が
あ
る
事
は
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
ダ
リ
の
思
考
の
基
本
の
イ
メ
ー

ジ
が
変
わ
り
ま
し
た
。

三
浦
栄
子
・
十
和
田
市

こ
ん
な
に
内
容
の
濃
い
美
術
館
巡
り
を
企

画
し
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
天
童
市
立
美
術
館
の
動
物
の
彫
刻
に

動
物
へ
の
深
い
愛
を
感
じ
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
の
食
事
も
満
喫
し
ま
し
た
。
次
回
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

山
田
真
智
子
・
七
戸
町

日
常
と
か
け
離
れ
た
２
日
間
は
幸
せ
な
時

間
で
し
た
。
池
に
鏡
絵
の
よ
う
に
映
っ
た

諸
橋
近
代
美
術
館
は
絵
葉
書
の
よ
う
。
ダ

リ
の
思
考
の
多
彩
さ
は
、
脳
を
割
っ
て
見

て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
出
羽
桜
美
術
館

で
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
鑑
賞
よ
り
、
お
酒
を

購
入
す
る
事
に
専
念
！
お
天
気
に
恵
ま
れ
、

事
務
局
と
添
乗
員
の
方
々
の
素
晴
ら
し
い

計
画
に
感
謝
で
す
。
次
の
旅
行
を
今
か
ら

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

山
田

隆
・
七
戸
町

観
た
！

食
べ
た
！

幸
せ
に
な
っ
た
！

初
め
て
の
研
修
旅
行
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。

企
画
し
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
の
一
言
で

す
。

天童市立美術館「はしもとみお展」

動物の木彫に癒やされました。

ホテルで優雅に

美味しいディナー

食欲の秋でした。

天童市・出羽桜直売店
お花も良いけど団子もね ！

令
和
５
年
度
研
修
旅
行

「
山
形
県
・
福
島
県
美
術

鑑
賞
の
旅
」
一
言
感
想
文

を
ご
紹
介
し
ま
す
。【
Ⅲ
】

ご
参
加
の
皆
様
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
規
会
員
入
会
お
誘
い
の
お
願
い
と

友
の
会
会
員
登
録
更
新
の
お
願
い

令
和
５
年
も
会
員
の
皆
様
に
は
、
友
の
会
運
営
に
多
大
な
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。

新
年
も
友
の
会
で
は
、
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
の
応
援
と
会
員

の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
研
修
旅
行
、
講
演
会
等
を
企
画
し
、
微
力

な
が
ら
地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

尚
、
更
新
及
び
新
規
入
会
手
続
き
は
、
美
術
館
窓
口
と
同
封
の

郵
便
振
替
等
に
よ
り
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
友
の
会
の
事
業
内
容

①
県
内
外
美
術
館
研
修
視
察
旅
行
（年
２
～
３
回
）

②
海
外
美
術
館
研
修
旅
行

③
美
術
館
作
品
購
入
基
金
への
協
力

④
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

⑤
会
報
の
発
行

⑥
そ
の
他
（美
術
講
演
会
の
開
催
等
）

○
一
般
会
員

会

費

（個
人
）

年
度
会
費

３
千
円

特

典

①
無
料
入
館
券
３
枚
。
会
員
証
提
示
に
よ
り

入
館
料
２
割
引
き

②
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
１
割
引

③
研
修
会
、
講
演
会
への
招
待
、
優
待

④
他
美
術
館
等
の
視
察
研
修
への
優
待
参
加

⑤
会
報
の
配
布

○
特
別
会
員

会

費

（個
人
・法
人
）

年
度
会
費

１
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

①
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
１
名
ま
で
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

○
賛
助
会
員

会

費

（個
人
・法
人
）

年
度
会
費

２
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

①
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
３
名
ま
で
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

③
特
別
企
画
展
の
都
度
、
招
待
券
を
贈
呈

◇
詳
し
く
は
、
美
術
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
皆
様
の
会
報
で

す
。
友
の
会
の
事
業

内
容
へ
の
ご
意
見
、

ご
要
望
、
美
術
館

訪
問
記
、
旅
行
記

等
、
お
便
り
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
字
数
：
８
０
０
字

程
度
）

編
集
後
記

秋
の
研
修
旅
行

「
山
形
県
・
福
島

県

美

術

鑑

賞

の

旅
」
に
参
加
さ
れ

た
方
々
か
ら
旅
行

記
等
を
頂
き
会
報

第

１

１

３

号

完

成
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

来
る
べ
き
令
和

６
年
辰
年
は
、
鷹

山
宇
一
記
念
美
術

館
（
１
９
９
４
年

８
月
１
日
開
館
）
、

友
の
会
（
同
年
11

月

日
設
立
）
は
、

19
共
に

周
年
を
迎

30

え
ま
す
。
記
念
事

業
、
記
念
誌
発
行

等
へ
の
さ
ら
な
る

ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
が
、

皆
様
に
と
っ
て
健

や
か
な
１
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
（
照
井
壽
一
）
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